「ハノイの塔」から対応表作成、数列の法則性の探求へ
　次のルールでＡからＢあるいはＣの柱に移動させるとき
ルール１；一回一枚しか移動させてはならない。
ルール２；移動にあたっては小さい円板の上に大きい円板を置いては　　　　　　　　　　

ならない。
円板の枚数が１枚の時１手、２枚の時３手です。円板の枚数が３、４、５枚・・・と増え

た時、手順がどう増えるかは下表のように、枚数と手順数との対応表を作って考えれば、

手順数の数列の法則性を見つければ良いことになる。
　　　枚数｜　１　２　３　４　５　６
　　　ーー＋ーーーーーーーーーーーーーー
　　手順数｜　１　３　？　？　　　　

（注意）書き込んだ後、保存して終了し、元のインターネット画面に戻って下さい。
        なお、保存したファイルはそのマシンにダウンロードされます。

＜教師向け解説＞

　板の移動手順数を最小にする「移動の仕方」をもっとも直感的に見つける方法は、１番

小さい板の色を違え遠くから移動を眺めると動きが見える。

　生徒（学生）によっては、板の小から大の順に１-５の番号をつけ、板の移動を板の番

号で記録して移動手順数を求める。
